
長期化するコロナ禍、活動方法も変更を迫られ様々に創意工夫を凝らして活動する様子をＮＰＯ法人のお二方から伺
いました。信州こども食堂ネットワークへと、拡大発展に尽力され、みんなで助け合う社会づくりを念頭に活動してきた青
木正照さん。県下通学区ごとに子ども食堂ができれば、子どもだけでなく地域のあらゆる人たちの居場所にもなる･･･と
いう言葉が耳に残りました。中村小太郎さんからは、学生起業家、就職、そして米作りの実践が語られました。フードロス
をなくすことを目標に、思いがけない発想の転換を実行に移していく話に引き込まれました。
あなたらしく、わたしらしく、一人一人が輝きたいと願います。今、私たちは、未来が明るくあるように願い、持続可能な
活動に取り組んでいます。世界共通語ともなっているMOTTAINAI（もったいない）は、支え合いの精神を生みます。「もっ
たいない」だから、使ってくれてありがとう（差し上げてうれしい）と、譲ってくれてありがとう（もらってうれしい）は、双方に
役割があるのです。譲る側だけが役割を果たしているのではなく、もらうことも地域の一員としての役割なのです。
そういう気持ちが互いに支え合う社会をつくる意識に変わっていくのではないでしょうか。それをつくっていくのは、わ
たしでもあり、あなたでもあります。そして地域全体でもあるはずです。一人一人の立場が違うからこそ、できる人ができ
るときにできることをやるという視野を広げていきたいと強く感じています。　　　      　（編集委員　　横山　眞一）

塩尻市生涯学習部　
社会教育スポーツ課 共生推進係
塩尻市大門七番町３番３号
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塩
尻
市
で
は
、人
権
意
識
の
向
上
と
、男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
意
識
改
革
に
努
め
て
い
ま
す
。

　「
塩
尻
市
手
話
言
語
条
例
」が
本
年
四
月
か
ら
施
行
と
な

り
、言
語
と
し
て
の
手
話
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
条
例

は
、手
話
の
役
割
や
大
切
さ
を
よ
り
多
く
の
市
民
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、す
べ
て
の
人
が
互
い
に
尊
重
し
合
い
、心
豊
か
に

共
生
す
る
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
住
み
や

す
い
社
会
を
テ
ー
マ
に
、地
域
の
人
々
の
人
権
を
再
認
識
し
、

人
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
行
く
た
め
に
、「
豊
か
な
心
を

育
む
市
民
の
集
い
」を
開
催
し
ま
す
。

　
○
期
　
日
　
令
和
４
年
12
月
３
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時（
開
場
午
後
１
時
）

　
○
場
　
所
　
塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
講
堂
）

　
○
主
　
催
　
塩
尻
市・塩
尻
市
教
育
委
員
会

　
○
内
　
容
　

　
　
⑴ 

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
及
び
朗
読
発
表

　
　
⑵ 

人
権
擁
護
委
員
会
塩
尻
部
会
活
動
報
告

　
　
⑶ 

人
権
啓
発
講
演
会
　

　
　
　 

演
題
：「
手
話
へ
の
理
解
を
深
め
、互
い
に
人
格
と

　
　
　
　
　
　
　
　
個
性
を
尊
重
し
合
う
共
生
社
会
の
実
現
」

　
　
　 

講
師
：
群
馬
大
学
共
同
教
育
学
部

　
　
　
　
　
　 

教
授 

金
澤
　
貴
之
さ
ん

　
○
託
　
児
　 

１
歳
以
上
か
ら
未
就
学
児
童
ま
で
の
お
子
様
が
対
象
。

　
　
　
　
　
　
無
料
で
託
児
で
き
ま
す
。（
要
予
約
）

　
○
入
場
無
料・・・（
予
約
不
要
）

　  ※

手
話
通
訳
及
び
要
約
筆
記
が
付
き
ま
す

電
話
相
談・面
接
相
談

　【
家
庭
内
や
職
場
等
の
人
間
関
係
の
お
悩
み
な
ど
】

　
〜 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 
〜

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
☎
０
２
６
３-

５
４-

０
７
８
３【
直
通
】

　
　 ※

女
性
以
外
の
方
か
ら
の
相
談
も
対
応
し
ま
す

　
信
濃
毎
日
新
聞「
パ
パ
が
拓
く
新
時
代
」の
筆
者
。日
本
は
、先
進
国

有
数
の「
親
子
に
冷
た
い
国
」で
も
あ
る
。育
休
を
取
っ
て
筆
者
が
初
め

て
気
づ
い
た「
日
本
の
世
の
不
均
衡
と
子
育
て
世
代
の
生
き
づ
ら
さ
」を

豊
富
な
デ
ー
タ
と
実
体
験
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く
綴
る
。長
時
間
労

働・男
性
育
休・夫
婦
間
の
不
平
等
な
ど
を
考
え
る
機
会
と
な
る一冊
。

パ
パ
の
家
庭
進
出
が
ニ
ッ
ポ
ン
を
か
え
る
の
だ
！

マ
マ
の
社
会
進
出
と
家
族
の
幸
せ
の
た
め
に
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
代
表 

前
田 

晃
平 

著       

光
文
社

ジ
ェ
シ
カ
・
ウ
ォ
ル
ト
ン 

著
　
か
わ
む
ら
あ
さ
こ 

訳 

　
ポ
ッ
ト
出
版
プ
ラ
ス

　
女
の
子
に
な
り
た
い
と
悩
ん
で
い
た
テ
デ
ィ
ベ
ア
の
ト
ー
マ
ス
。そ

れ
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
親
友
エ
ロ
ー
ル
の
返
事
は「
大
事
な
の
は
君
が

ぼ
く
の
友
だ
ち
だ
っ
て
こ
と
さ
」だ
っ
た
。筆
者
の
父
が
、女
性
に
性
別

移
行
し
た
こ
と
か
ら
、わ
が
子
に
読
ん
で
聞
か
せ
る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
を
と
願
っ
て
制
作
し
た
絵
本
。

く
ま
の
ト
ー
マ
ス
は
お
ん
な
の
こ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
ゆ
う
じ
ょ
う
に
つ
い
て
の
や
さ
し
い
お
は
な
し
　

新型コロナウイルスの感染拡大は収束する兆しが見えぬまま３年目となり、世界経済に重い影を残しました。世界経
済フォーラム(WEF)は男性より女性に大きな打撃を与え、ジェンダー格差を拡大したと指摘しています。
特に景気回復の遅れている日本では女性の雇用を直撃しました。感染症対策として人や物の移動を制限した結果、
女性の就職率の高い飲食業や生活関連サービス業は大きな打撃を受けました。中でも非正規雇用者が大きく影響を受
けており、結婚・出産による離職などのため非正規雇用に
占める女性の割合が多いことからも多数が雇用を失う結
果となっています。その中にはひとり親世帯も少なくないよ
うです。男女格差は確実に広がっています。

コロナ禍での失業や収入減などで、支援を必要とす
る女性や子どもが増えている現状は塩尻市も例外では
ありません。そんな不安や困難を抱える女性や子どもた
ちに寄り添い、支援し応援をしている団体の創設者お
二人にお話を伺いました。

市民目線で私たちができることはなんだろうか？コロナ禍を乗り切り、自立し、未来に向かって
女性も子どもたちも一人一人が輝くにはどのように行動すべきなのでしょう。一歩踏み出すため
のテーマにいたしました。　　　　　　　　　　　　   　　　（編集委員　吉江　令子)  
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市
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豊
か
な
心
を
育
む
市
民
の
集
い
」を
開
催
し
ま
す

お
す
す
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ブ
ッ
ク（
書
籍
）紹
介

編 集 後 記

特集 誰一人取り残さない社会のためには～長期化するコロナ禍で 安心して共生する社会を～

令和４年度　男女共同参画週間キャッチフレーズ
｢あなたらしい｣を築く､「あたらしい｣社会へ
男女共同参画週間(毎年６月２３日～２９日)に合わせて選定されています
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す
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央
公
論
新
社

　
コ
ロ
ナ
禍
に
も
負
け
ず
に
広
が
り
続
け
て
い
る
こ
ど
も
食
堂
。人
間
関

係
が
希
薄
に
な
っ
た
無
縁
社
会
の
中
で
、誰
に
で
も
開
か
れ
、地
域
の
新

た
な
多
世
代
交
流
拠
点
と
し
て
人
々
を
つ
な
ぐ
。現
代
の
あ
ら
ゆ
る
層
に

と
っ
て
の
居
場
所
と
し
て
注
目
。孤
立
無
援
を
減
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

つ
な
が
り
続
け
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食
堂

多
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性
と
自
発
性
に
手
応
え
、渾
身
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
　

Pick up!

女
性
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案
内
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NPO法人ホットライン信州　
専務理事 青木 正照 さんに伺いました。

えんしょく（NPO申請中）　

中村 小太郎 さんに伺いました。

２４時間365日、電話での無料相談、同行・生活支援を行い、企業や
個人からの食料品や生活必需品の寄贈品などで生活困窮者支援を実
施しています。子ども食堂の運営に携わり、２０歳すぎた方が、中学生の
頃からのひきこもりを改善した例もあります。

主にどんな活動をされていますか
男は当てにするな！男女雇用機会均等法よりも、女性が起業しやすい塩尻市
になるといいと思います。自分が大学生のころ、学生起業家として活動した経

験を活かし、起業のためのコツやノウハウは伝えられます。創業して
雇い主になれば自分で給料を決められる。『自分の足で立つ』人
がひとりでも増えるように願って応援したいです‼

相手の気持ちが分かり、立場にたった思いやり
が必要と思います。考え方が多様化しているの
で、こうでなければとの先入観を取り払うことが
大事です。子ども食堂は、協力者みんなで寄付さ
れたものからメニューを決めています。離婚・
DV・親権問題・経済的困窮等、女性と子ど
もは弱い立場にありますが、一緒に活動
することで互いに認め合いながら、知恵を
出し合い協力関係で運営しています。
特に、幼少期に経済的ダメージや精神的
ストレスが大きいと、つまずきやすく、社会
での適応が難しくなることを感じています。
子ども食堂は生活困窮者だけではなく、地
域のあらゆる人たちが気軽に集まる場を目指し
ています。

どんな願いをもって活動されていますか
最初の頃の子ども食堂は、貧困のイメージがとて
も強く、行きたくても行けない人もいました。地域で
自分の子どもだと思って育てることが必要ではない
でしょうか。ひとり親家庭はわが子に責任を持つこ

とは大切ですが、みんなに協力
してもらうと気が楽になるで
しょう。困ったときは迷わ
ず声をあげることができ
ればと思います。

活動から感じていることを教えてください

みんなが安心して暮らせる地域共生社会づくりのために、生活困窮者支援の取り組みがより求められてい
ます。物資などは内容により直接届けるなど、できることをできる範囲で、無理のないことに参加していくと
いう姿勢です。不要品であっても、フードドライブボックスを設置すればそちらに入れてもらえる、そんな取組
が広がるといいと思います。支援活動が発展していくように必要な方に情報提供できるとよいと思います。み
んなが、お互いをサポートできる社会でありたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(編集委員　小松　洋子)

誰もが安心して暮らせる社会を目指し、私たちにどんなことができるでしょう

コロナ禍で、コミュニケーションが取りにくく、つながりが希薄になっています。そのような中で、物価高騰
により、生活必需品や食料の援助を求める声も多いです。SDGｓの取り組みと合わせて、環境に良い食材運
用をしています。企業で商品の入れ替えなどで不要になったもの、*フードドライブや農家などで余った食料
品を有効利用しています。物資をドライブスルー方式で配布することもあります。　

*フードドライブ：各家庭で余った食品を集め学校や職場などに持ち寄り、それらを取りまとめて専門の団体や地域の福祉施設に寄付する活動

格差増大が顕在化しているコロナ禍、どんな支援が必要だと感じていますか

どんな願いをもって活動されていますか

妻の実家がある広丘吉田で、義父の米作りを引き継
ぎ、２トンの不良在庫米を抱えることになり、学校給食
で使ってもらいました。えんてらすでおにぎりと豚汁を
配る活動もしています。また、塩尻市家庭支援課の協
力を得て、知り合いのパン屋さんの残ったパンを“きの
うのパン屋さん”として配っています。残ったパンを捨
てるのがもったいないから配っているのであって、もら
う側も食べることでフードロスに貢献していると思って
もらえるといいのです。出番と役割があるのです。
コロナ禍では真っ先に非正規の女性が雇止めにあ

い、生活困窮に陥ってしまう事例が多数起こりました。
“創業塾”を開いて独り立ちできるように支援してい
ます。女性はスイッチが入ると本気になるので教えがい
がありますね！“高校生向けのセミナー”では大人を当
てにするなと教えています。

主にどんな活動をされていますか

『個人の能力は無限』であり『絆』や『縁』
も大事にしたいと感じています。
“絆♡エールの会”を立ち上げ、
“もったいない運動塩尻”の活動の一環と
して吉田東公民館と北小野支所で２か月に1回
おさがり会を開催していますが、生理用品を配
るとすぐに無くなってしまう現実を多くの方に
知って欲しいです。

活動から感じていることを教えてください

私は人道支援しかできませんが、行政の支援は重要です！
ひとりで食べるのではなく、何かの縁で一緒に食卓を囲む絆を大切にしたいと思っ
ています。この地域から、“置き去りにしない”精神で活動を進めていきたいです。

格差増大が顕在化しているコロナ禍、どんな支援が必要だと感じていますか

借りられる農地を探して『自給自足』を始めること、創業を含め『自分の足で立つ』ことを意識していく、農
地を複数人で借りるために『女性で組合結成』をしていくこと、そして『学歴重視の社会を変える』こと。学力
による格差を意識させないためにも、まずは履歴書の学歴欄を無くすことを提唱したい思いがあります。子育
てをしている女性の自己肯定感が低いことを感じます。学歴よりも、何をやってきて、何ができるのかを大事
にして、スキルを出し合っていくことで、住みやすい社会になるのではと思います。

(編集委員　横山　裕美)

誰もが安心して暮らせる社会を目指し、私たちにどんなことができるでしょう

な か む ら   こ た ろ う あ お き 　 ま さ て る

誰一人取り残さない社会のためには
～長期化するコロナ禍で 安心して共生する社会を～

個人の能力は無限
創業する女性の
背中を押したい

互いに認め合う

みんなで協力
地域で
育てる


